
横浜市子ども読書活動推進計画（第二次）
～子どもの生きる力をはぐくむために～

横浜市教育委員会

概  要



読書に親しむ（楽しさと楽しみ方を味わう）機会の充実

読書環境の整備と充実

読書活動を支える人材の育成

主体的な読書の推進

読書活動に関する社会の理解と啓発

横浜の地域特性（特色）に応じた読書活動の推進

基本方針基本方針

読書は、
言葉を学び、感性を磨き、表現力や創造力を高め、
知性や感性を豊かなものにし、
子どもが人生をより深く生きるために
欠くことのできない「生きる力」を
身に付けていくために必要です。

横浜市では、子どもの読書への意欲を向上させ、主体的に読書に親しむ習慣

を身に付けられるようにするための環境づくりをすすめるため、『横浜市

子ども読書活動推進計画（第二次）』を平成23年3月に策定しました。

横浜市子ども読書活動推進計画（第二次）の概要

目標 子どもの生きる力をはぐくむ
読書習慣の定着化と読書意欲の向上



幼稚園・保育園において、子どもたちが本にふれあう環境の充実を図るとともに、保護者に対し、読み聞
かせの大切さや意義を広く伝え、家庭における読書活動が一層進むよう努めます。

取組1  幼稚園教諭・保育士による絵本や物語、紙芝居等の読み聞かせ等の充実
◦幼稚園教諭・保育士の読み聞かせのための研修会の実施
◦幼稚園・保育園・小学校合同研修の実施

取組2  絵本コーナーや図書貸し出し等、読書に親しむ環境の充実
◦各幼稚園・保育園などでの絵本コーナー等の設置や絵本環境の充実
◦地域で活動している、おはなし会や地域文庫などの紹介
◦先進的に取り組んでいる幼稚園・保育園の見学（研修）の実施

取組3  幼稚園・保育園の地域開放時に実施している読書活動の広報
◦自治会・町内会等の協力をいただき、園の地域開放時に実施している
　読み聞かせ会等を地域の保護者へ周知

取組4  親と子のつどいの広場、地域子育て拠点における蔵書の充実
◦リサイクル絵本等の活用による蔵書の充実

取組5  家庭における読み聞かせの推進
◦読書がもたらす育ちについての保護者への啓発活動の実施
◦幼稚園や保育園における保護者参加の読み聞かせ会の実施

取組6  関係機関・保護者・地域ボランティア等の取組に対する支援
◦図書館職員による幼稚園・保育園等においての読み聞かせ研修の実施
◦地域ボランティア、保護者ボランティア等の連携による園児等への
　読み聞かせ実施の支援
◦小・中学生、高校生による園児等への読み聞かせの場の提供
◦乳幼児健診時等での広報（区福祉保健センター等）

※読み聞かせをすすめるリーフレットなどを配布するとともに、読み聞かせの方法など保護者への啓発を行なう。

学校図書館を核とした読書活動の推進に努めます。また、保護者や地域のボランティア、市立図書館等、
関係機関との連携を一層推進し、読書啓発活動や学校図書館活性化を図ります。

取組1  学校における読書活動の一層の推進
◦4月23日の「子ども読書の日」、11月第一金曜日の「はまっ

子読書の日」での読書啓発活動の実施
◦「はまっ子読書ノート」の日常的な有効活用（小学校）
◦推薦図書の紹介と読書啓発活動の実施（中学校）
◦朝の一斉読書活動の拡充
◦学校図書館を活用した「指導計画」の作成
◦各教科等における学校図書館を活用した授業の実施及び研修
◦児童・生徒が主体となる読書啓発活動の実施（図書委員会等）
◦学校図書館ボランティアの協力による読書啓発活動の実施
　 （読み聞かせ、ストーリーテーリング（物語の語り）、パネ

ルシアター等）
◦市内文化施設における郷土に関わる図書資料などを活用した
「横浜の時間」の充実

取組2  学校における読書環境の充実
◦司書教諭の適正配置及び学校図書館支援スタッフによる支援

強化
◦司書教諭及び学校図書館担当教諭の研修充実

◦子どもたちに必要な図書資料、魅力ある読み物の更なる充実
◦十進分類法による配架、読書交流の場や推薦図書の展示等、

児童・生徒が親しみやすい図書室づくりの推進
◦蔵書管理システムの導入の推進（図書館のIT化）　　

取組3  関係機関との連携及びネットワークづくり
◦保護者や地域のボランティアの学校図書館づくりや読書活動

への参画推進
◦市立図書館との連携による学校図書館ボランティア研修の実

施
◦小中一貫ブロック等の近隣校の蔵書情報共有による相互貸借

の推進
◦市立図書館の教職員への本の貸出しや図書館司書による支援

推進、児童・生徒の市立図書館活用の推進
◦ ｢読書感想文・画コンクール」、「はまっ子読書サミット」等、

読書関連事業における本市学校図書館協議会、
　市小・中学校図書館研究会など関係機関との連携強化

乳幼児・未就学児における読書活動の推進（幼稚園・保育園等）

小・中学校における読書活動の推進

1 子どもの発達段階に応じた読書活動の推進



手で触れる立体絵カード

様々な形態の絵本

あなたに薦める本

生徒の実態に応じた読書指導計画を各校で作成するとともに、各教科や総合的な学習の時間等、様々
な教育活動を通じて、生徒の読書活動を展開するように努めます。

取組1  学校における読書活動の一層の推進
◦読書週間、読書月間や読書の時間等の設定
◦校内読書会開催、ブックリスト作成等、図書委員会活動の活性化

取組2  学校における読書環境の充実
◦学校図書館の蔵書をさらに充実
◦図書検索システムの機能向上及び端末機の増設
◦図書館司書の役割の明確化及び専門的知識を発揮できる環境整備
　※レファレンス等による読書の質の向上、生徒の読書意欲喚起、
　　蔵書内容の充実等を通じた図書機能の拡充等の推進

取組3  関係機関との連携及びネットワークづくり
◦市立図書館が行うサービスの周知等による生徒や教職員の市立図書館活用の推進
◦地域住民及び小・中学生との読書体験交流会や読書会の開催

高等学校における読書活動の推進

学校図書館の一層の充実を図り、支援を必要とする幼児児童生徒一人ひとりの特性に応じた読書環境
の整備・充実を進めます。特別支援学校の専門性を生かしたセンター的機能の取組を強化します。

取組1  特別支援学校における読書活動の推進と読書環境の充実
◦4月23日の「子ども読書の日」、11月第一金曜日の「はまっ子読書の日」での読書啓発活動の実施　
◦「はまっ子読書ノート」の有効活用（小学部）
◦児童生徒の図書委員会活動の充実
　※児童生徒による購入図書アンケート、おすすめの本の紹介、大型絵本等の読み聞かせ、図書の貸し出しや書架の整理など読書活動の充実
◦障がい特性に応じた蔵書の充実と主体的に本を選択するための読書指導
◦教師による継続した読み聞かせ活動の推進
◦ボランティアグループによる定期的なおはなし会の実施
◦各学部の実態に応じた図書コーナーの設置による児童生徒の主体的読書の推進
◦市立図書館や学校図書館、関係機関、保護者、ボランティア、NPO法人等との連携の強化
◦学校図書館を中心にした、交流及び共同学習の検討・推進

取組2  特別支援学校の専門性を生かしたセンター的機能としての読書活動の推進
◦在校生保護者や卒業生への図書貸し出しなどの情報提供の充実
◦市立小・中・高等学校に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒への読書活動に関する助言・
　相談・支援機能の充実
◦通級教室利用児童生徒や保護者に対する図書貸し出しや情報提供の推進
◦特別な支援を必要とする児童生徒に対する読書活動を推進するため、教職員に対する支援機能や
　読書環境施設設備等の情報提供

取組3  盲特別支援学校における読書活動の工夫
◦校内読書感想文コンクールの実施
◦障がいの状態や特性に応じた多様な図書資料や工夫した教材の整備
◦図書館運営委員の配置、館内整備
◦市民ボランティア（約30団体500名超登録）の協力による、点字本、拡大写本、朗読教材等の
　作成の推進

取組4  ろう特別支援学校における読書活動の工夫
◦朗読や手話による読み聞かせの実施
◦教科の関連読書の推進と、視覚的情報である図書の選択への支援
◦児童生徒がリソースルーム※として活用できるための学校図書館整備
　※リソースルーム: 情報機器や教材等様々なメディアを用意し、その活用方法を学んだり情報を入手したりできる場所
◦インターネット情報の収集・提供場所としての機能の充実
◦学部ごとの、発達年齢に応じた図書スペースの整備

特別支援学校における読書活動の推進



子どもたちが、主体的に読書を楽しむ基礎を作り、自分で考え、判断できる力を養うため、図書館機能の充実に
努めます。読書活動を推進するため、家庭や地域・学校・幼稚園・保育園等における取組を積極的に支援します。

取組1  子ども向け資料の整備・充実
◦引き続き魅力ある子どもの本の収集や子どもと本の出会

いの場を提供

取組2  レファレンス・読書相談・学習相談へ
 　の対応の充実

◦子どもからの本の相談やレファレンス、保護者からの読
書相談対応の充実

取組3  外国籍と外国につながりのある子どもへの支援
◦多言語で書かれた資料の積極的収集やそれらの資料を必

要とする子どもたちが利用しやすい図書館作りのための
学校や地域と連携した支援の推進

取組4  障がいのある子どもへの支援
◦障がいの内容に応じた、資料や情報の提供

取組5  家庭・地域への支援
◦保護者向けに、読み聞かせの重要性を周知し、絵本の選

び方や読み聞かせの方法についてのガイダンスを実施。
保護者が子ども向けの本を選びやすい図書館作りの実践

取組6  幼稚園・保育園等への支援
◦未就学児童の読書活動を推進するため、幼稚園教諭・保

育士等を対象とした絵本の選び方や読み聞かせの方法に
ついての研修会の実施

取組7  学校への支援
◦学校図書館運営・整備のための情報提供、学校ボランテ

ィアの育成援助等学校図書館活性化のための支援の推進
◦教職員向貸出･調べ学習への協力等学校教育への支援の実施

取組8  子ども読書コーディネーターや
 　ボランティアの育成と人材活用

◦子ども読書コーディネーターの育成講座実施や人材活用
のための体制整備

取組9  図書館からの情報発信
◦子どもと本に関する情報を図書館ホームページやY・

YNET（学校向け）で発信

 横浜の地域特性に応じた読書活動の推進
◦横浜の伝統的な文化の継承や地域特性（特色）を踏まえ

た読書活動の充実
◦国や民族など異文化理解につながる読書活動の充実

保護者に向けての読み聞かせに関する講座や研修の開催、親子で読書を楽しむことを目的とした事業の実
施、情報提供など家庭の読書活動を充実するための取組を進めていきます。

取組1  家庭での読書の大切さを伝えるための活動や研修の実施
◦家読みや親子読書、地域の読書会等、読書活動の機会の充実
◦家庭教育学級や子育て支援拠点での読書活動に関する研修の実施
◦市立図書館と連携した、幼稚園・保育園等における保護者向けの絵本の読み聞かせ講座の実施
◦「はまっ子読書の日」や「子ども読書の日」等における親子で楽しむことを目的とした読書活動啓発の充実
◦市立図書館及び図書関連施設における子どもの本の紹介の推進
◦市立図書館及び図書関連施設における横浜に関する学習の場の充実
　＊郷土・行政資料の充実、郷土資料コーナーの整備　＊郷土資料に関する行事（歴史散歩・講演会）等

地域の図書館や地区センターなど様々な施設が、読書関連団体と連携を図りながら、読書活動を進めていきます。

取組1  読書活動団体と協力した子ども読書活動の推進
◦地域のボランティア人材の協力による読書活動の推進
◦読書活動団体が開催する講演会や講座への応援や広報活動の充実

取組2  読書活動を通じた地域との交流機会の充実　
◦より身近な施設（市立図書館、地区センター、コミュニティハウス等）における親子間・世代間での読書を通じた交流促進
◦地域の方々を交えた小中学生との合同読書会の実施

家庭における読書活動の推進

図書館における読書活動の推進

地域における読書活動の推進

取組10

3 図書館における読書活動の推進

2 家庭・地域における読書活動の推進



図書館からの情報提供
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　　　横浜市教育委員会ホームページ　http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/

紙へのリサイクル可

●おひざにだっこで楽しむ絵本
保護者向けに0～3歳までの子どもを対象に
した絵本の紹介や親子のコミュニケーション
の仕方などを紹介。

●今月のおすすめ本
横浜市中央図書館ホームページに、毎月新しく入荷し
た本の中から、分野ごと、年代別におすすめ本を紹介。
http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/library/

●ヨコハマの子どもが選んだ150冊
横浜市内の小学生約2,600人から推薦の多い
著書150冊を集約。

●としょかんは たのしいよ
小学校1年生を対象とした市立図書館のしくみを紹介。


